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太っ腹なのでしょうか？ 

 

 

義務化されるか？ 

企業による「受動喫煙防

止対策」 
 

◆検討会が報告書を発表 
厚生労働省では、昨年７月に

「職場における受動喫煙防止対

策に関する検討会」を立ち上げ、

今年５月にその検討会が報告書

をまとめました。今後、この報

告書をベースに、労働安全衛生

法の改正案が国会で審議される

予定となっています。 

この改正案が成立した場合、

飲食業・サービス業などにとっ

ては大きな負担が強いられるこ

ととなりそうです。 

◆これまでの対策の流れ 
職場における受動喫煙防止対

策については、平成４年以降、

「労働安全衛生法」に定められ

た快適職場形成の一環として進

められました。その後、平成 15

年に「健康増進法」が施行され、

平成 17 年２月に「たばこの規制

に関する世界保健機関枠組条

約」が発効するなど、受動喫煙

を取り巻く環境は大きく変化し

ています。 

また、健康志向の強まりや受

動喫煙の有害性に関する知識の

普及などから、職場における受

動喫煙に対する労働者の意識も

高まりつつあります。 

◆受動喫煙防止を事業主の

「義務」へ 
このような環境の変化から、

現在、企業に対して強く「受動

喫煙防止対策」を求める流れにな

っています。 

そして、職場における受動喫煙

防止について、従来の「快適職場

形成のため」から「労働者の健康

障害防止のため」という観点に切

り替え、職場における受動喫煙防

止を事業主の「義務（罰則付き）」

とする法改正が予定されている

のです。 

◆今後の審議状況に注目 
今後のあり方として、事務所、

工場等では「全面禁煙」「喫煙室

を設けそれ以外を禁煙」とするこ

とが求められ、飲食店、ホテル・

旅館等においては、原則として

「全面禁煙」「喫煙室を設けそれ

以外を禁煙」とすることが必要と

され、それが困難な場合は喫煙区

域の割合を尐なくし、喫煙区域か

らの煙の漏れを防ぎ、換気等を行

うように求められる方向です。 

多くの企業に影響を与えるこ

ととなりそうな法改正のため、今

後の改正案の審議状況が気にな

るところです。 

 

 

「労働時間適正化キャン

ペーン」実施中 
 

◆全国一斉の電話相談など 
厚生労働省では、長時間労働に

伴う問題解消を図るために、11

月を「労働時間適正化キャンペー

ン」と定め、全国一斉の電話相談

の実施をはじめ、使用者団体・労

働組合への協力要請、リーフレッ

トの配布などによる周知啓発な

どの取組みを集中的に実施して

います。 

◆労働時間をめぐる現状 

平成 21 年の総務省調査によると週

60 時間以上働いている人の割合は

全体の 9.2％で 30 代の男性に限っ

てみると全体の倍の水準となる

18.0％にも上ります。 

1 カ月の残業時間が 80 時間を超

える状態が続くと、心身の健康を害

するばかりか、過労死の危険性が高

まると言われています。 

過労死などで労災認定された件

数は平成 21年度に 293件となって

おり、過重労働による健康障害の事

例が数多く報告されています。ま

た、労働基準監督署による賃金不払

残業の是正指導も多く見られます。 

◆キャンペーンの重点事項 
このような状況を受け、厚生労働

省では、平成 22 年度も「労働時間

適正化キャンペーン」を実施し、長

時間労働の抑制を行うなど、労働時

間の適正化に向けて労使の主体的

な取組みを促すとともに、重点監督

などを行っています。 

今年度の重点取組み事項は、次の

３点となっています。 

（１）時間外労働協定の適正化など

による時間外・休日労働の削減 

（２）長時間労働者への医師による

面接指導など労働者の健康管理に

関する措置の徹底 

（３）労働時間の適正な把握の徹底 

◆賃金不払残業が大きな問題に 
長時間労働と同様に、現在、賃金

不払残業（サービス残業）が大きな

問題になっています。 

このキャンペーンを機に、恒常的

に長時間労働が行われていないか、

長時間労働者の健康管理について

配慮がなされているか、労働時間が

適正に把握されているかなど、労働

環境を今一度見直してみましょう。 

 

 
 

◆増える傾向にある「割り勘」 

最近では、上司と部下で飲

みに行っても「割り勘」とす

るケースが増えているようで

また、「自分自身のメンタルヘ

ルスに不安を感じたことがある

か」との質問には、「ある」と答

えた人が 43.7％、「ない」と答え

た人が 56.3％でした。その原因と

しては、「上司との人間関係」、

「成果創出へのプレッシャー」、

「仕事の内容」などが多くありま

した。 

自分の身近に相談できる人が

いるかどうかも、不安の有無に関

係しているものと思われます。 

◆遣り甲斐をもって仕事に取

り組めるか 
自分が「課長としてイキイキと

働いていると思うか」との質問で

は、「どちらかといえばイキイキ

と働いている」が 54.9%、「イキ

イキと働いている」が 6.8%でし

た。逆に言えば、イキイキと働い

ていない人が約４割もいるとい

うことになります。 

これら課長クラスにある方た

ちが、イキイキと遣り甲斐をもっ

て仕事に取り組める環境をつく

ることが会社の仕事でもあり、そ

れらができている会社はきっと

成果を残している会社というこ

とになるでしょう。 

 

 

どんな気持ちで職場の飲

み会に参加しているか 
 

◆職場の人とのお酒の飲み方

に関する調査 
キリン食生活文化研究所では

「職場の人とのお酒の飲み方に

 社会保険労務士 

杉浦事務所便り 

関する意識調査」を行い、先日そ

の結果が発表されました。 

職場の仲間や上司・部下とお酒

を飲む機会の多寡は会社によっ

てそれぞれ異なるでしょうが、各

人がどのような思いで「飲み会」

に参加しているのか、とても興味

深い内容になっています。 

◆飲み会は「コミュニケーシ

ョン」のため 
アンケート項目中の「職場の人

とお酒を飲む際に期待すること」

については、トップは上司・部下

ともに「コミュニケーションをと

りたい」でした。そして、自分の

上司より部下と飲むときのほう

がその期待は充足される傾向に

あることがわかりました。 

また、職場の人からの飲み会の

誘いを断る際に「行けない理由を

はっきり言って断る」人は４割以

上いました。20 代では、部下・後

輩に対し「行けない理由をはっき

り言う」割合（36.3％）が、上司

に対する場合よりも低くなって

います。  

◆飲み会の平均額・平均回数は？ 
職場の人とお酒を飲むときの

１回あたりの平均予算は 4,401 円

（前年比129円マイナス）でした。

月平均の回数は前年と同じ 1.5 回

となっています。  

上司が部下とお酒を飲む際に

おごる金額の平均は１回あたり

7,092 円で、エリア別に見ると１

位は「北海道」で 8,542 円。２位

は「北陸」で 7,400 円、３位は「東

北」7,221 円となっています。寒

い地域で働いている人のほうが

いまどきの「課長」の 

実態は？ 
 

◆一部上場企業の課長 428 人

の回答 
産業能率大学がインターネッ

ト調査会社を通じて「上場企業の

課長を取り巻く状況に関する調

査」を今年９月に行い、その結果

が公表されました。 

従業員が 100 人以上の上場企

業に勤務し、部下が１人以上いる

「課長」428 人が、「昇任前の経

験」、「現在の悩み」、「上司の支

援」、「今後のキャリア」などにつ

いて回答しています。 

◆多くはﾏﾈｰｼﾞｬｰ兼ﾌﾟﾚｲﾔｰ 
まず、「プレイヤーとしての仕

事の割合」についての質問では、

「0％」と答えた人はわずか 1.4％

でした。プレイヤーとしての活動

割合が半分より多い人は４割を

超えています。 

プレイングマネジャー化して

いるケースが多く、多くの課長が

プレイヤーとしての活動を兼務

していることがわかります。この

傾向は、中小企業においてはなお

さら強くなるでしょう。 

◆仕事上の悩みとﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ 
次に、「仕事上の悩みを相談でき

る人がいるかどうか」との質問に

は、「いる」と答えた人が 50.2％

「いない」と答えた人が 49.8％と

ほぼ半数に分かれました。 

「いる」と答えた人に対して「ど

のような相談者がいるのか」を尋

ねたところ、「会社の上司」「会

社の同僚」が多数でした。 

平成２２年１２月号 

 


